
て
、

ブ
（
》
○

こ
れ
ま
で
に
著
者
ら
は
中
国
伝
統
医
学
に
対
す
る
仏
教
医
学
の
影
響
を
検
討
し
、
中
国
伝
統
医
学
の
病
理
観
に
お
け
る
「
疾
飲
」
の
「
疾
」

（
１
）
（
２
）

の
概
念
が
仏
教
医
学
の
影
響
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
本
報
で
は
、
唐
以
前
の
医
書
に
お
け
る
「
飲
」
の
用
例
に

つ
い
て
検
討
を
加
え
、
「
飲
」
の
病
も
、
ま
た
、
仏
教
医
学
の
影
響
を
受
け
た
概
念
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
「
飲
」
病
と
極
め

て
近
い
関
係
に
あ
る
「
潅
」
病
に
つ
い
て
漢
訳
仏
典
を
中
心
に
検
討
を
加
え
、
「
飲
」
病
と
の
関
連
性
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

中
国
伝
統
医
学
の
中
で
、
「
飲
」
は
「
食
」
と
と
も
に
重
要
な
生
理
的
概
念
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。
『
素
問
」
や
『
霊
枢
」
に
み
ら
れ
る

「
飲
」
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
生
理
的
な
意
味
で
用
い
ら
れ
、
病
理
的
な
意
味
で
用
い
て
い
る
例
は
僅
か
数
例
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
対
し

」
、
「
飲
」
を
病
理
的
な
意
味
で
用
い
た
の
は
張
仲
景
の
『
金
巨
要
略
』
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
疾
飲
」
な
ど
の
「
飲
」
の
用
例
を
記
し
て
い

’
’
一
「
素
問
」
、
『
霊
枢
』
に
み
ら
れ
る
「
飲
」
病
の
用
例

一
「
飲
」
の
用
例

「
飲
」
の
病
の
起
源

ｌ
仏
教
医
学
の
「
雁
」
の
病
と
の
か
か
わ
り
Ｉ

遠
藤
次
郎
、
中
村
輝
子
、
八
巻
英
彦
、
宮
本
浩
和

認
獲
躍
發
禅
禮
弟
湧
平
成
六
年
四
月
五
日
受
付
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（
６
）

脾
が
「
飲
」
を
、
冑
が
「
食
」
を
つ
か
さ
ど
る
と
い
う
見
方
は
『
素
問
」
の
初
期
に
す
で
に
存
在
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
二
）
～
（
三
）

に
お
け
る
「
溢
（
渋
）
飲
」
は
中
国
の
伝
統
的
な
病
理
観
に
属
す
る
と
み
て
よ
い
。

－
１
二
『
金
置
要
略
』
に
お
け
る
「
飲
」
の
病

『
金
置
要
略
』
の
疾
飲
歎
嗽
病
篇
に
「
飲
」
の
病
の
用
例
が
多
い
。
そ
の
一
部
を
次
に
引
用
す
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
引
用
文
は
、
「
金
置
要

略
」
の
旧
態
を
残
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
王
叔
和
『
脈
経
」
の
「
平
肺
瘻
肺
廠
欽
逆
上
気
淡
飲
脈
證
」
に
拠
っ
た
。

（
四
）
夫
飲
有
四
何
謂
也
、
師
日
、
有
淡
飲
、
有
懸
飲
、
有
溢
飲
、
有
支
飲

飲
」
↑

「
溢

（
５
）
い
る
０ （

二
）
肝
脈
…
…
浩
甚
為
溢
飲
、
微
浩
為
瘻
筆
筋
痒
（
『
霊
枢
」
邪
気
蔵
府
病
形
）

（
三
）
尺
唐
塵
如
枯
魚
之
鱗
者
水
決
飲
也
二
霊
枢
」
論
疾
診
尺
）

引
用
文
（
こ
と
（
二
）
に
お
け
る
「
溢
飲
」
は
、
一
般
に
五
行
説
で
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
肝
木
の
抑
制
が
効
か
な
く
な
る

（
４
）

と
脾
土
が
暴
れ
出
し
、
そ
の
結
果
、
脾
の
つ
か
さ
ど
る
「
飲
」
が
肌
肉
に
溢
れ
だ
し
て
「
溢
飲
」
の
病
に
な
る
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。

引
用
文
（
三
）
の
「
秩
飲
」
の
「
決
」
は
音
、
義
と
も
に
「
溢
」
に
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
（
三
）
の
内
容
も
（
一
）
な
ら
び
に
（
二
）
と

同
様
に
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
尺
層
の
鱗
皮
は
肝
脈
の
虚
（
血
虚
）
に
よ
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
脾
土
が
暴
れ
出
し
て
「
秩

「
素
問
」
（
運
気
迄

一
例
に
過
ぎ
な
い
。

二
）
肝
脈
、
榑
堅
而
長
、
色
不
青
、
当
病
墜
若
榑
…
…
其
更
而
散
、
色
澤
者
当
病
溢
飲
、
溢
飲
者
渇
暴
多
飲
而
易
入
肌
皮
腸
胄
之
外
也

（
１
冊
）

を
起
こ
す
。

（
洪
）
飲
」
の
記
述
は
、
全
て
、
肝
脈
と
関
係
付
け
ら
れ
る
が
、
実
際
は
、
「
飲
」
を
消
化
す
る
脾
の
機
能
低
下
に
よ
る
病
を
意
味
し
て

（
３
）

（
運
気
七
篇
を
除
く
）
で
の
「
飲
」
病
の
用
例
は
「
溢
飲
」
の
一
例
の
み
で
あ
り
、
「
霊
枢
」
で
の
用
例
も
「
溢
飲
」
と
「
秩
飲
」
の

（
「
素
問
』
脈
要
精
微
論
）
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（
五
）
其
人
素
盛
、
今
痩
、
水
走
腸
間
瀝
瀝
有
声
、
謂
之
淡
飲

（
六
）
飲
後
水
流
在
脇
下
、
欽
唾
引
痛
、
謂
之
懸
飲

（
七
）
飲
水
流
行
、
帰
於
四
肢
、
当
汗
出
而
不
汗
出
、
身
体
瘤
重
、
謂
之
溢
飲

（
八
）
欽
逆
筒
息
、
短
期
不
得
臥
、
其
形
如
腫
、
謂
之
支
飲

（
九
）
四
肢
歴
節
痛
、
其
脈
沈
者
有
留
飲

二
○
）
夫
心
下
有
留
飲
、
其
人
背
寒
冷
、
大
如
手

二
二
先
渇
部
嘔
、
為
水
停
心
下
、
此
属
飲
家

二
二
）
久
歎
数
歳
…
…
其
脈
虚
者
必
苦
冒
、
其
人
本
有
支
飲
在
胸
中
故
也
、
治
届
飲
家

こ
こ
で
の
「
飲
」
病
の
意
義
は
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
消
化
機
能
（
脾
胄
）
の
衰
え
か
ら
く
る
胄
内
停
水
の
病
、
も
う
ひ

と
つ
は
、
胄
内
停
水
を
発
端
と
し
て
体
内
に
滞
留
さ
れ
た
排
泄
困
難
な
水
の
病
で
あ
る
。
前
者
は
「
飲
家
」
［
（
二
）
、
二
二
）
］
の
「
飲
」

で
あ
り
、
後
者
は
「
四
飲
」
［
（
四
）
、
（
五
）
、
（
六
）
、
（
七
）
、
（
八
）
］
の
「
飲
」
で
あ
る
。

こ
の
篇
の
内
容
は
未
整
理
で
雑
多
な
問
題
点
を
含
ん
で
い
る
が
、
本
報
で
扱
う
問
題
点
に
し
ぼ
っ
て
引
用
文
を
検
討
し
た
い
・

引
用
文
中
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
「
飲
」
病
に
滞
留
時
間
の
要
素
が
導
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
（
六
）
や
（
七
）
の
「
飲

ん
だ
後
、
余
り
時
間
を
経
過
し
な
い
う
ち
に
飲
病
の
症
状
を
出
す
」
と
い
う
表
現
は
「
飲
」
の
滞
留
時
間
が
短
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

一
方
、
（
五
）
の
「
も
と
も
と
太
っ
て
お
り
、
今
は
痩
せ
て
い
る
人
の
飲
の
病
」
は
「
飲
」
の
滞
留
時
間
が
長
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

「
飲
」
の
滞
留
時
間
が
最
も
少
な
い
病
は
「
溢
飲
」
で
あ
り
、
今
日
い
う
と
こ
ろ
の
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
を
さ
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
滞
留

時
間
が
最
も
長
い
「
飲
」
の
病
は
「
淡
（
疾
）
飲
」
で
あ
る
。
「
素
問
」
、
『
霊
枢
』
に
は
、
「
溢
飲
」
だ
け
が
飲
病
と
し
て
見
出
だ
さ
れ
、
そ
れ

以
外
の
「
飲
」
の
用
例
の
ほ
と
ん
ど
は
「
飲
食
」
の
「
飲
」
の
意
味
で
あ
り
、
ま
た
、
「
疾
飲
」
や
「
疾
」
の
用
例
は
な
く
、
こ
れ
ら
は
生
理

的
な
「
唾
」
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
。
著
者
ら
は
前
報
に
お
い
て
、
「
疾
」
や
「
疾
雁
（
飲
）
」
が
イ
ン
ド
伝
統
医
学
の
三
つ
の
病
素
の
う
ち
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’
’
三
「
小
品
方
』
に
み
る
「
廠
」
の
用
例

（
７
）

最
近
、
発
見
さ
れ
た
『
小
品
方
」
の
古
抄
本
の
残
巻
に
「
飲
」
病
の
興
味
深
い
用
例
が
見
れ
る
。

（
一
三
）
夫
是
久
寒
積
冷
有
厭
水
者
服
茱
萸
、
喜
先
下
厭
水
去
、
然
後
下
止
耳

こ
こ
で
は
「
飲
」
の
病
は
「
廠
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
文
の
内
容
か
ら
「
瘤
」
は
積
聚
性
の
強
い
「
飲
」
の
病
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

滞
留
時
間
が
長
く
、
積
聚
性
が
強
い
「
飲
」
病
は
「
疾
飲
」
で
あ
り
、
こ
の
意
味
を
受
け
て
、
古
抄
本
で
は
「
廠
」
を
「
タ
ン
」
と
音
読
し

’
’
四
「
甲
乙
経
』
、
『
神
晨
本
草
」
、
『
名
医
別
録
」
、
「
小
品
方
』
、
『
肘
後
百
一
方
」
に
お
け
る
「
飲
」
の
用
例

『
傷
寒
雑
病
論
」
（
「
金
置
要
略
」
の
原
本
、
以
下
、
こ
の
書
名
を
用
い
る
）
と
同
時
代
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
降
の
代
表
的
な
医
書
や
本
草
害
を
見

る
と
、
「
飲
」
病
の
用
例
が
以
外
に
少
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

（
８
）
（
９
）

『
甲
乙
経
」
に
引
用
さ
れ
る
「
明
堂
」
で
は
、
「
溢
飲
」
が
二
例
、
「
留
飲
」
が
一
例
あ
る
の
み
で
あ
る
。
『
小
品
方
」
で
は
、
前
節
で
述
べ

（
川
）
（
Ⅲ
）

た
「
瘤
」
以
外
は
見
当
た
ら
な
い
。
仏
教
医
学
の
影
響
が
強
い
と
い
わ
れ
る
『
肘
後
百
一
方
」
で
さ
え
、
「
留
飲
」
と
「
疾
飲
」
が
各
一
例
あ

（
吃
）
（
喝
）
（
皿
）

る
の
み
で
あ
る
。
本
草
害
を
見
る
と
、
『
神
農
本
草
」
で
は
「
留
飲
」
が
三
例
、
『
名
医
別
録
」
で
は
「
留
飲
」
（
三
例
）
、
「
疾
飲
」
（
一
例
）
、

（
閲
）

「
癖
飲
」
（
一
例
）
の
計
五
例
で
あ
り
、
や
は
り
少
な
い
。

て
い
つ
色
。

の
一
つ
、
カ
パ
を
翻
訳
す
る
際
に
作
ら
れ
た
言
葉
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
イ
ン
ド
伝
統
医
学
（
仏
教
医
学
）
の
受
容
を
契
機
と
し
て
中

国
伝
統
医
学
が
病
を
病
素
の
面
で
捉
え
る
見
方
を
導
入
し
た
こ
と
を
考
察
し
た
。

以
上
の
こ
と
を
念
頭
に
入
れ
る
と
、
「
溢
飲
」
な
ど
の
滞
留
時
間
が
少
な
く
て
病
素
の
面
が
少
な
い
「
飲
」
の
病
は
中
国
伝
統
医
学
に
由
来

し
、
滞
留
時
間
が
長
く
て
病
素
の
面
が
多
い
「
疾
飲
」
な
ど
の
「
飲
」
病
は
仏
教
医
学
の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
と
言
え
よ
う
。
こ
の
こ

と
は
、
中
国
で
伝
統
的
に
用
い
ら
れ
て
き
た
飲
食
の
「
飲
」
の
概
念
に
、
仏
教
医
学
に
由
来
す
る
病
素
と
し
て
の
「
飲
」
の
見
方
が
加
わ
っ

た
と
換
言
す
る
こ
と
も
で
き
る
㈲
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以
上
の
こ
と
か
ら
、
『
傷
寒
雑
病
論
」
に
お
け
る
「
疾
飲
」
な
ど
の
多
く
の
「
飲
」
病
の
概
念
は
晴
唐
以
前
の
医
書
や
本
草
書
に
十
分
に
は

継
承
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
、
『
名
医
別
録
」
や
「
肘
後
百
一
方
」
に
お
い
て
、
仏
教
医
学
か
ら
受
容
し
た
「
疾
」
の

（
２
）

文
字
が
数
多
く
記
さ
れ
、
「
疾
」
の
概
念
が
定
着
し
て
い
た
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
。
中
国
伝
統
医
学
に
と
っ
て
、
「
疾
」
を
病
素
と
見
倣
す

の
は
容
易
で
あ
っ
た
が
、
「
飲
」
を
病
素
と
見
倣
す
こ
と
に
は
抵
抗
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

一
’
五
「
諸
病
源
候
論
」
に
み
ら
れ
る
「
飲
」
の
用
例

晴
代
の
医
書
で
あ
る
『
諸
病
源
候
論
」
に
な
る
と
、
急
に
「
飲
」
の
用
例
が
増
え
て
く
る
。
「
疾
飲
」
、
「
懸
飲
」
、
「
溢
飲
」
、
「
支
飲
」
、
「
留

飲
」
、
「
流
飲
」
、
「
癖
飲
」
、
「
諸
飲
」
、
「
飲
癖
」
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。
唐
代
の
「
千
金
方
」
、
『
千
金
翼
方
』
、
『
外
台
秘
要
方
」
な
ど
に
も
「
飲
」

の
用
例
が
多
い
。
「
飲
」
の
用
例
が
階
唐
代
に
な
っ
て
急
に
増
え
た
理
由
と
し
て
、
こ
こ
に
至
っ
て
仏
教
の
受
容
が
最
高
潮
に
達
し
、
仏
教
医

学
の
病
素
と
し
て
の
「
飲
」
の
概
念
が
十
分
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
が
あ
げ
ら
よ
う
。
「
傷
寒
雑
病
論
』
で
最
初
に
試
み
ら
れ
た
「
飲
」

病
の
受
容
が
晴
唐
代
に
至
っ
て
開
花
し
た
と
い
え
る
。

（
Ⅱ
）

明
の
張
自
烈
が
著
し
た
『
正
字
通
」
の
「
淡
」
の
項
に
「
古
有
淡
陰
之
疾
、
胸
胴
動
而
有
声
、
俗
作
疾
飲
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
れ

に
よ
る
と
、
「
疾
飲
」
は
俗
字
で
あ
り
、
古
く
は
「
淡
陰
」
と
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
「
疾
」
に
関
し
て
も
、
古
く
は
「
淡
」
の
字
で

あ
っ
た
こ
と
が
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
。
本
節
で
は
、
「
陰
」
や
、
こ
れ
と
同
義
に
使
わ
れ
る
「
雁
」
が
「
飲
」
の
古
い
用
例
で
あ
る
か
否
か

を
検
討
し
て
み
た
い
。

’
’
’
一
漢
訳
仏
典
に
見
ら
れ
る
「
雁
」
の
用
例

（
１
）

漢
訳
仏
典
で
は
「
雁
」
の
字
を
頻
繁
に
用
い
る
。
そ
の
中
で
最
も
多
い
用
例
は
、
「
疾
繧
」
と
い
う
熟
語
で
あ
る
。
「
疾
繧
」
は
カ
パ
（
疾
）

（
〃
）

の
訳
語
に
当
て
ら
れ
て
い
る
が
、
「
案
雁
者
疾
病
之
類
、
大
同
而
小
異
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
「
疾
」
と
「
雁
」
の
違
い
は
不
明
瞭
で
あ
る
。

二
「
雁
」
の
病
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著
者
ら
は
、
「
雁
（
陰
こ
病
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
「
雁
（
陰
と
だ
け
の
用
例
を
漢
訳
仏
典
の
中
か
ら
捜
し
出
し
、
そ
の
意
義
を

検
討
し
た
。
楊
枝
（
歯
木
）
の
効
能
を
記
し
た
幾
つ
か
の
仏
典
の
中
に
「
濾
」
の
用
例
が
み
ら
れ
る
。

（
Ⅲ
）

（
一
四
）
畷
楊
枝
、
有
五
事
利
益
、
一
口
気
不
臭
、
二
別
味
、
三
熱
雁
消
、
四
引
食
、
五
眼
明
（
『
四
分
律
」
五
三
）

（
一
五
）
得
五
種
利
、
一
決
除
熱
水
、
二
能
緬
冷
雁
、
三
令
口
清
浄
、
四
楽
欲
飲
食
、
五
能
明
眼
目
（
義
浄
「
根
本
薩
婆
多
部
律
塵
二
）

（
一
六
）
施
人
楊
枝
有
五
功
徳
、
云
何
為
五
、
一
者
除
風
、
二
者
除
祗
唾
、
三
者
生
蔵
得
消
、
四
者
口
中
不
臭
、
五
者
眼
得
清
浄

（
鋤
）

（
一
八
）
令
人
生
於
五
種
嘔
吐
、
何
為
五
、
一
者
風
吐
、
二
者
修
吐
、
三
者
唾
吐
、
四
者
雑
吐
、
五
者
蝿
吐
二
正
法
念
盧
経
』
六
四
）

こ
こ
に
お
け
る
「
風
」
、
「
繧
」
、
「
唾
」
、
「
雑
」
の
喀
出
液
の
各
々
は
風
、
火
、
水
、
地
に
対
応
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
合
の
「
雁
」

は
熱
性
の
液
、
あ
る
い
は
胆
汁
を
意
味
し
て
い
る
。

二
’
二
『
千
金
方
」
、
『
千
金
翼
方
」
に
お
け
る
各
種
の
吐
出
液
の
記
述

『
千
金
方
」
な
ら
び
に
「
千
金
翼
方
」
に
み
ら
れ
る
以
下
の
記
述
は
い
ろ
い
ろ
な
段
階
の
吐
出
液
を
記
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
区
別
す
る
の

や
胃
液
や
胆
汁
を
含
む
こ
と
が
あ
る
。

（
川
）

（
一
七
）
堅
歯
口
香
、
消
食
去
雁
…
…
要
須
熟
噛
浄
措
、
令
誕
艫
流
出
、
多
水
浄
漱
、
斯
甘

（
一
四
）
～
（
一
七
）
の
記
述
を
相
互
に
比
較
し
、
ま
た
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
が
楊
枝
（
歯
木
）

る
と
、
「
雁
」
は
胄
中
の
不
消
化
液
が
逆
流
し
て
口
中
に
溜
ま
っ
た
液
と
理
解
で
き
る
。
ロ
市

二
’
二

『
千
金
方
」

に
役
立
つ
。

（
一
九
）
凡
病
在
上
胴
：
：
・
便
当
吐
却
・
…
：
其
吐
状
法
、
初
吐
冷
気
沫
、
次
吐
酢
水
、
須
與
吐
黄
汁
大
膿
、
甚
苦
似
牛
誕

当
吐
出
紫
疾
似
紫
草
汁
（
『
千
金
方
」
一
二
、

（
二
○
）
．
：
…
其
吐
状
、
初
唾
冷
沫
酸
水
、
次
黄
汁
、
重
者
出
赤
紫
汁
（
『
千
金
翼
方
」
一
二
、

含
増
一
阿
含
経
」
二
八
）

斯
其
法
也
（
朝
噛
歯
木
）
（
「
南
海
寄
帰
内
法
伝
」
一
）

当
木
）
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
に
い
れ

口
中
の
液
は
主
に
唾
液
で
あ
る
が
、
逆
流
す
る
と
疾

病
若
更
多
者
、

万
病
丸
散
七
）

総
療
万
病
一
）
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こ
の
引
用
文
の
内
容
は
、
イ
ン
ド
伝
統
医
学
な
ら
び
に
こ
れ
と
近
縁
な
関
係
に
あ
る
ギ
リ
シ
ャ
医
学
で
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
病
理
観
で

（
幻
）あ
り
、
本
来
は
中
国
伝
統
医
学
の
も
の
で
は
な
い
・

二
九
）
、
（
二
○
）
を
イ
ン
ド
伝
統
医
学
の
立
場
か
ら
解
釈
す
る
と
、
「
冷
気
沫
（
唾
冷
沫
）
」
と
「
酢
水
（
酸
水
匡
は
カ
パ
（
疾
）
に
、
「
黄

汁
」
は
ピ
ッ
タ
（
胆
汁
）
に
、
「
紫
疾
（
赤
紫
汁
）
」
は
ラ
ク
ダ
（
血
液
）
に
相
当
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
カ
パ
に
相
当
す
る
喀
出
物
と
し
て

喀
疾
（
唾
も
含
む
）
と
胃
液
の
二
つ
を
認
識
し
、
区
別
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
参
考
に
す
る
と
、
漢
訳
仏
典
中
で
最
も
広
く
使
わ
れ
て
い
る
「
疾
癬
」
の
意
義
が
明
ら
か
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
「
疾
雁
」

と
い
う
熟
語
で
用
い
る
と
き
、
そ
れ
は
カ
パ
を
意
味
し
、
「
疾
」
と
「
雁
」
と
を
区
別
す
る
と
き
に
は
、
「
疾
」
は
喀
疾
の
意
味
で
あ
り
、
「
雁
」

二
）
の
「
疾
雁
」
と
あ
る
却

係
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

二
－
三
『
肘
後
百
一
方
」
に
お
け
る
「
雁
」
の
用
例

「
繧
」
の
用
例
は
漢
訳
仏
典
で
は
多
い
が
、
医
書
で
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
次
に
引
用
す
る
陶
弘
景
の
『
肘
後
百
一
方
」
の
例
は
医
書

の
中
で
「
修
」
の
字
を
用
い
て
い
る
希
な
例
で
あ
る
。
こ
の
医
書
は
、
そ
の
書
名
が
仏
教
医
学
の
四
百
四
病
に
由
来
す
る
こ
と
か
ら
も
わ
か

る
よ
う
に
、
仏
教
医
学
の
影
響
を
受
け
て
い
る
点
で
も
著
名
で
あ
る
。

（
二
二
腹
中
冷
癖
、
水
穀
雁
結
、
心
下
停
疾
、
両
脇
病
満
、
按
之
鳴
転
、
逆
害
飲
食

は
胃
液
を
意
味
す
る

（
一
二
）
の
例
で
は
「
雁
」
と
「
疾
」
を
正
確
に
使
い
分
け
て
お
り
、
「
雁
」
は
胃
液
、
「
疾
」
は
粘
性
の
強
い
喀
疾
を
意
味
し
て
い
る
。
（
二

（
型
）

二
）
の
「
疾
雁
」
と
あ
る
部
分
を
、
「
外
台
秘
要
』
で
は
「
淡
飲
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
「
櫃
」
と
「
飲
」
が
相
通
じ
た
関

（
二
二
腹
中
冷
癖
、
水
穀
修
結
、
心

（
二
二
）
中
候
黒
丸
、
治
諸
癖
結
疾
繧

二
’
四
漢
訳
仏
典
に
み
ら
れ
る
「
瘡
」
と
「
飲
」

漢
訳
仏
典
で
は
「
疾
繧
」
の
字
を
使
う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
希
に
「
疾
（
淡
）
飲
」
の
字
も
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
例
は
、
『
摩
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陰
黄
、
火
黄
、
』

こ
と
が
わ
か
る
。

今
日
で
は
、
「

な
い
。

由
来
す
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

（
鋤
）
（
別
）
（
弱
）

訶
般
若
波
羅
蜜
多
経
」
八
、
『
不
空
絹
索
経
』
二
、
豆
日
智
度
論
」
五
三
な
ど
に
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
『
南
海
寄
帰
伝
」
一
、
に
あ
る
「
消
食

（
妬
）

去
瘡
」
を
「
消
食
去
飲
」
と
記
し
た
本
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
仏
典
の
注
釈
吉
で
も
、
「
淡
陰
、
医
方
多
作
淡
飲
」
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

医
書
に
お
け
る
「
飲
」
と
漢
訳
仏
典
に
お
け
る
「
雁
（
陰
）
」
と
は
同
義
と
い
え
る
。

二
’
五
「
諸
病
源
候
論
』
、
『
太
平
聖
恵
方
」
に
み
ら
れ
る
「
癌
（
飲
）
黄
」
の
病

医
書
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
雁
」
の
病
と
し
て
後
の
時
代
ま
で
続
い
た
一
例
に
「
雁
（
陰
）
黄
」
の
病
が
あ
る
。
こ
の
病
名
は
今
日

の
中
医
学
に
お
い
て
も
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
病
の
例
は
暗
の
「
諸
病
源
候
論
』
に
は
じ
め
て
記
さ
れ
た
。

（
”
）

（
二
三
）
陽
気
伏
、
陰
気
盛
、
熱
毒
加
之
、
故
但
身
面
色
黄
、
頭
痛
而
不
発
熱
、
名
為
陰
黄

「
雁
（
陰
）
黄
」
の
病
は
元
魏
の
時
代
の
漢
訳
仏
典
『
正
法
念
処
経
』
の
中
に
す
で
に
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
「
繧
（
陰
）
黄
」
は
「
雁
」
と

「
黄
」
と
が
重
な
っ
た
病
を
意
味
し
、
「
繧
」
は
カ
パ
（
疾
）
性
の
体
液
の
病
を
、
「
黄
」
は
ピ
ッ
タ
（
胆
汁
）
性
の
体
液
の
病
を
指
す
。
こ
こ

に
引
用
し
た
『
諸
病
源
候
論
」
の
「
繧
（
飲
）
黄
」
の
病
は
「
正
法
念
処
経
」
の
「
雁
（
陰
）
黄
」
に
含
ま
れ
る
の
で
、
こ
れ
が
仏
教
医
学
に

唐
以
前
の
医
書
に
み
ら
れ
る
「
陰
」
の
病
、
お
よ
び
、
漢
訳
仏
典
に
み
ら
れ
る
「
潅
」
の
病
の
用
例
を
検
討
し
、
次
の
結
果
を
得
た
。

時
代
は
下
る
が
、
未
の
『
太
平
聖
恵
方
』
の
「
三
十
六
種
黄
」
の
中
に
も
「
陰
黄
」
の
例
が
み
ら
れ
る
。
三
十
六
種
黄
の
う
ち
、
食
黄
、

黄
、
火
黄
、
気
黄
の
四
つ
は
そ
れ
ぞ
れ
地
、
水
、
火
、
風
の
四
大
に
対
応
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
「
陰
黄
」
が
仏
教
医
学
に
由
来
す
る

総

括 －司

陰
黄
L一一

の
陰
を
中
国
伝
統
医
学
の
陰
陽
論
で
把
握
し
、
「
陽
黄
」
と
対
比
し
て
論
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
本
来
の
見
方
で
は
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文
献
お
よ
び
注

本
文
中
の
引
用
文
は
次
の
文
献
に
拠
っ
た
。
『
黄
帝
内
経
素
問
」
、
人
民
衛
生
出
版
社
、
北
京
、
一
九
六
二
。
『
霊
枢
経
」
、
人
民
衛
生
出
版
社
、
北

京
、
一
九
八
二
。
影
宋
版
「
脈
経
」
、
小
曽
戸
洋
監
修
『
東
洋
医
学
善
本
叢
聿
旦
（
七
）
、
東
洋
医
学
研
究
会
、
大
阪
、
一
九
八
一
（
昭
和
五
六
年
）
。

古
抄
本
「
針
灸
甲
乙
経
』
、
小
曽
戸
洋
監
修
「
東
洋
医
学
善
本
叢
書
」
（
七
）
、
東
洋
医
学
研
究
会
、
大
阪
、
一
九
八
一
（
昭
和
五
六
年
）
。
小
嶋
尚
真

三
6-一

ハナI 二一四

『
素
問
」
、
「
霊
枢
』
に
み
ら
れ
る
「
飲
」
の
病
は
「
溢
飲
」
の
み
で
あ
る
。

「
傷
寒
雑
病
論
』
含
金
置
要
略
』
）
に
み
ら
れ
る
「
飲
」
の
病
は
二
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
一
つ
は
「
溢
飲
」
に
代
表
さ
れ
る
滞
留
時
間
の

短
い
「
飲
」
の
病
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
「
疾
飲
」
に
代
表
さ
れ
る
滞
留
時
間
が
長
く
て
病
素
と
し
て
の
面
が
強
い
「
飲
」
の
病
で

あ
る
。
前
者
は
中
国
伝
統
医
学
に
、
後
者
は
仏
教
医
学
の
疾
雁
に
由
来
す
る
。

「
傷
寒
雑
病
論
』
に
記
さ
れ
た
病
素
と
し
て
の
「
飲
」
病
は
晴
唐
以
前
の
医
書
や
本
草
書
に
十
分
に
継
承
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
・

中
国
の
伝
統
医
学
に
と
っ
て
、
「
飲
」
を
病
素
と
す
る
見
方
に
は
か
な
り
の
抵
抗
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

中
国
で
仏
教
が
最
も
盛
ん
な
晴
唐
代
の
医
書
に
は
、
病
素
と
し
て
の
「
飲
」
病
の
用
例
が
急
に
増
加
し
、
仏
教
の
普
及
と
と
も
に
、

こ
の
概
念
が
定
着
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

「
諸
病
源
候
論
』
や
「
太
平
聖
恵
方
」
な
ど
に
み
ら
れ
る
「
癌
（
陰
）
黄
」
の
病
は
仏
教
医
学
の
流
れ
を
汲
む
。

本
報
で
の
検
討
の
結
果
は
『
正
字
通
」
に
あ
る
「
古
有
淡
陰
之
疾
、
俗
作
疾
飲
」
の
説
を
支
持
す
る
。
仏
教
医
学
が
入
る
以
前
か
ら

中
国
の
医
書
に
は
「
飲
食
」
の
「
飲
」
に
由
来
す
る
病
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
の
で
、
仏
教
医
学
の
「
櫃
」
と
い
う
新
し
い
概
念
に
対

し
て
も
、
殆
ど
の
場
合
に
、
そ
れ
ま
で
の
「
飲
」
の
字
を
そ
の
ま
ま
適
用
し
、
両
者
を
区
別
し
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
中
国
の

医
書
中
の
「
飲
」
の
病
は
イ
ン
ド
伝
統
医
学
に
由
来
す
る
病
素
と
し
て
把
握
し
得
る
「
繧
」
の
病
も
含
ん
で
お
り
、
こ
の
点
に
注
意

を
払
う
必
要
が
あ
る
。
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ら
重
輯
「
本
草
経
集
注
」
、
南
大
阪
印
刷
セ
ン
タ
ー
、
一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
年
）
。
『
名
医
別
録
』
、
人
民
衛
生
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
六
。
『
葛

洪
肘
後
備
急
方
」
、
人
民
衛
生
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
三
。
宋
版
「
諸
病
源
候
論
」
、
小
曽
戸
洋
監
修
「
東
洋
医
学
善
本
叢
書
」
（
六
）
、
東
洋
医
学

研
究
会
、
大
阪
、
一
九
八
一
（
昭
和
五
六
年
）
。
宋
版
『
備
急
千
金
要
方
』
、
『
東
洋
医
学
善
本
叢
書
』
（
九
）
～
（
一
二
、
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社
、
大

阪
、
一
九
八
九
（
平
成
一
年
）
。
元
版
「
千
金
翼
方
」
、
『
東
洋
医
学
善
本
叢
書
」
二
三
）
・
二
四
）
、
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社
、
大
阪
、
一
九
八
九
（
平

成
一
年
）
。
『
太
平
聖
恵
方
」
、
人
民
衛
生
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
二
。
高
楠
順
次
郎
・
渡
辺
海
旭
編
「
大
正
新
脩
大
蔵
経
」
（
全
八
五
巻
）
、
大
正
新

脩
大
蔵
経
刊
行
会
、
東
京
、
一
九
六
○
～
一
九
七
八
（
昭
和
三
十
五
年
～
昭
和
五
十
三
年
）
、
再
刊
。

（
１
）
遠
藤
次
郎
、
中
村
輝
子
、
八
巻
英
彦
、
宮
本
浩
和
「
疾
の
基
源
二
）
ｌ
漢
訳
仏
典
に
み
ら
れ
る
疾
の
検
討
Ｉ
」
、
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」

三
九
巻
三
号
、
三
三
三
～
三
四
五
頁
、
一
九
九
三
（
平
成
五
年
）
。

（
２
）
遠
藤
次
郎
、
中
村
輝
子
、
八
巻
英
彦
、
宮
本
浩
和
「
疾
の
基
源
（
二
）
Ｉ
梁
以
前
の
医
書
に
み
ら
れ
る
疾
の
検
討
ｌ
」
、
「
日
本
医
史
学

雑
誌
」
三
九
巻
四
号
、
五
四
三
～
五
五
三
頁
、
一
九
九
三
（
平
成
五
年
）
。

（
３
）
唐
代
に
補
入
さ
れ
た
と
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
運
気
七
篇
」
の
中
に
は
「
飲
」
病
の
例
が
多
い
（
「
飲
発
」
、
「
水
飲
」
、
「
瘤
飲
」
、
「
積
飲
」
、

「
飲
積
」
）
。
唐
代
に
お
い
て
、
仏
教
医
学
の
影
響
が
及
ん
だ
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

（
４
）
張
介
賓
「
類
経
」
一
五
一
頁
、
一
五
五
頁
、
一
五
九
頁
、
人
民
衛
生
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
二
。

（
５
）
遠
藤
次
郎
、
中
村
輝
子
「
素
問
、
霊
枢
に
お
け
る
脾
の
生
理
作
用
」
、
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
三
八
巻
四
号
、
六
三
七
～
六
四
六
頁
、
一
九
九

（
、
）
巻
四
治
心
腹
寒
冷
食
飲
積
聚
結
痕
方
第
二
七
。

（
皿
）
巻
八
治
百
病
備
急
丸
散
膏
諸
要
方
第
七
二
。

（
９
）
巻
八
水
膚
脹
鼓
脹
腸
亘
石
痕
第
四
。

研
究
所
、
東
京
、
一
九
九
二
余

（
８
）
巻
一
○
水
漿
不
消
発
飲
第
六
。

（
６
）
『
素
問
」
経
脈
別
論
。

（
７
）
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
文
献
研
究
室
編
『
小
品
方
・
黄
帝
内
経
明
堂
」
一
○
頁
、
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合

研
究
所
、
東
京
、
一
九
九
二
（
平
成
四
年
）
。

二
（
平
成
四
年
）
。
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大
黄
、
巴
豆
、
甘
遂
条
下
。

蜀
椒
、
旋
覆
花
、
学
木
核
々

莞
花
条
下
。

香
川
修
庵
「
一
本
堂
行
〈

八
二
（
昭
和
五
十
七
年
）

桑
耳
条
下
。

香
川
修
庵
「
一
本
堂
行
余
医
言
」
、
大
塚
敬
節
・
矢
数
道
明
編
「
近
世
漢
方
医
学
書
集
成
』
（
六
六
）
、
四
一
二
頁
、
名
著
出
版
、
東
京
、
一
九

宣
切
経
音
義
』
三
七
、
「
大
正
新
脩
大
蔵
経
」
第
五
四
巻
、
五
五
五
頁
。

一
本
で
は
「
陰
」
ま
た
は
「
蔭
」
に
作
る
（
「
四
分
律
』
五
三
、
『
大
正
新
桁
大
蔵
経
」
第
一
三
巻
、
九
六
○
頁
）
。

一
本
で
は
「
飲
」
に
作
る
（
「
南
海
寄
帰
内
法
伝
」
一
、
「
大
正
新
脩
大
蔵
経
」
第
五
四
巻
、
二
○
八
頁
）
。

一
本
で
は
「
陰
」
に
作
る
（
「
正
法
念
処
経
」
六
四
、
「
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
一
七
巻
、
三
八
二
頁
。

「
人
間
の
自
然
性
に
つ
い
て
」
、
大
槻
真
一
郎
等
編
訳
「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
全
集
』
一
、
九
六
○
～
九
六
三
頁
、
エ
ン
タ
プ
ラ
ィ
ズ
株
式
会
社
、

東
京
、
一
九
八
五
（
昭
和
六
○
年
）
。

三
切
経
音
義
」
三

二
三
八
頁
、
上
段
、

「
一
切
経
音
義
」
阿

三
切
経
音
義
』
有

『
外
台
秘
要
方
』
八

東
京
、
一
九
八
五
（
昭
和
六

『
外
台
秘
要
方
」
二
二
一
頁
。

雪
切
経
音
義
」
九
、
「
大
祓

ヨ
切
経
音
義
一
三
九
、
『
大

に
四
六
、
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
」
第
五
四
巻
、

五
九
、
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
」
第
五
四
巻
、

八
八
頁
で
は
「
應
黄
」
と
な
っ
て
い
る
。

学
木
核
条
下
㈲

「
大
正
新
脩
大
蔵
経
」
第
五
四
巻
、
三
五
九
頁
。

「
大
正
新
脩
大
蔵
経
」
第
五
四
巻
、
五
六
○
頁
。
「
不
空
絹
索
神
変
眞
言
経
」
二
、
「
大
正
新
脩
大
蔵
経
」
第
二
○
巻
、

六
一
五
頁
。

七
○
三
頁
。

（
遠
藤
、
中
村
、
宮
本
・
・
東
京
理
科
大
学
薬
学
部
）

（
八
巻
“
香
栄
興
業
株
式
会
社
）
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HistoryoftheSyndromesofYi刀飲(RetentionofBodyFluids)

－TheRelationshipbetweentheSyndromesofYi仰飲inChinese

MedicineandThoseofYM冗雁inBuddhistMediCine-

②
寸
一

JiroENDO,TerukoNAKAMURA,HidehikoYAMAKIandHirokazuMIYAMOTO

Wetracedthehistoryoftheterm:Gyi""飲bymeansofChinesemedicalbooksandclassicalChinese

Buddhistliterature.Asaresultofourstudy,thefollowingpointsbecameclear.Thesyndromesofjﾉ加

飲describedintheS〃α〃ルα〃zα〃"g/"〃傷寒雑病論aredividedintotwogroups.Thoseofthefirstgroup

arecharacterizedbyshortretentionofbodyfluids.The]ﾉ〃｣ﾉ伽溢飲isrepresentativeofthisgroup.On

theotherhand,thoseofthesecondgrouparedistinguishedbylongretentionofbodyfluids.The""yi"

疾飲istypicalofthisgroup・ItwasdeducedthattheformergrouporiginatedinChinesetraditional

medicinebecauseitisfoundintheS況加e〃素問andtheL伽gs〃況霊枢Thelatterissupposedlyderived

fromBuddhistmedicinebecauseitissimilartothesvndromesofv加繧inBuddhistmedicine.

（
つ
い
）


